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はじめに　
宮地厳夫（一八四七～一九一八）は宮内省式部職掌典を務め、









































祐命に歌學をうけたので、造詣いよいよ深くなられた、盖し神仙の事 付きては平田風の學に依って大に得る處 と共に、此時道學の研究は尤も力を盡されたと ふ事である
（３）
。
これによると、平田鐡胤（一七九九～一八八〇）に平田学の指導を受け、この時期に神仙・道教等の研究を深めていったことと考えられる。周知 如く平田篤胤は近世末期の道教研究の第一人者であり、神道・道教を習合させる独自の説を唱えた。その成果は多くの著作に反映しており、当然宮地厳夫もそれら 著作を熟読したにちがいなく、これが道教研究への強い動機になったと考えられる。宮地厳夫が直接研究した道教文献として『雲笈七籤』が挙げ 「小伝」によると、
明治六・七年先生が大阪の平野町に居られた時分、或夜、この家の東北方一丁位の地中に書物が埋蔵してある云々の夢を見られた。其處で其翌朝其の所 往つて地を掘った處が、何にも出て来ない、然し 地面に雲笈七籤といふ文字が判然と目に映じたので、必ず此地中に此書物が埋ま ゐると考へられて、約三尺位深く掘って見るのに、何にも出て来ないから其儘歸宅せられ ある。所が其 年の夏 なつ 、京都の某寺に書物の虫曝をなす事を聞いたので、態々其寺に行つて法主に面談した。其法主 申すのに、イヤ何も珍しい物はないが、此 は勅願寺である關系上、皇室より御預り申してゐる大事
く
の本がある。夫れは雲笈七籤といって我國
内にては得難いものであると、先生は之を聞いて サテはアノ夢の告げ これ りと考へ そ知らぬ體にて尚も種々の話をなしつ其本を見せて貰ふ事になつた。然し只見 ばかりでは面白 いと考へ、之を抄寫して家の寶となさんと思ひ、其歳は其儘にして翌年大阪の知人から金百圓を借り入 、筆耕生を四五人雇入れ 其曝書の期を待つてゐられたが 軈て其時期が來たの 先生は其某寺に往つて誠心誠意書物拝義を願ひ出て、終に一夜一冊づゝ借用す 事になつた。其處で先生は筆耕生に命じて晝 兼行で之を寫し取らしめ 豫定の時日にて其全部を寫し得られたのである。夫れより先生は此雲笈七籤を研究せられたが、仲々に讀み難い書物であ




とある。不思議な話ではあるが、ともかく『雲笈七籤』を入手し、且つ研究していたことが理解できる。この『雲笈七籤』という書物は周知の如く『小道蔵』とも称された。先述 門人帳にある「好読道蔵」 いう記述の『道蔵』とは『雲笈七籤』を指すものと考えられる。また「小伝」に於いて『雲笈七籤』を希覲本として扱っているが、この書は入手し難い本であったことは、宮地厳夫が『矢野玄道先生略伝』の中でも 懐している
（５）
。その中で平田












ている。更に宮地厳夫に道教理解を深めたのは、同族の宮地神仙道の開祖である宮地水位の存在が大きいであろう。宮地厳夫『本朝神仙記伝』には随所に宮地水位の著書が引用されており、その教理を得 の道として受容している。神道学者である 直一による の跋文を見ると、
予の宗族宮地常・堅磐（水位のこと）父子の翁は、神仙の道に通じて造詣頗る深いといはれ、門人の數も尠くなかつた。中でも堅磐翁（後に再來と改名）は予 幼年の頃まで生存されたの 、屢々膝下に侍して仙術に關する奇談を耳にし、子供心にも非情 不可思議 感じた記憶は、今にあり
く
と脳











とは神道に於ける行法の一つであり『令義解』「職員令」に「鎮とは安んずるなり。人の陽気は魂と曰う。離遊の運魂を招きて、身体の中府に鎮む。故に之を鎮魂 謂う。 」と定 づけられている。現在でも神道系宗教団体で様々な形で鎮魂法が修されている。そのような中 宮地厳夫の自修鎮魂法は特殊 ある。先ず「自修鎮魂法要訣大要案」という解説文に
抑人身は、霊魂と肉體とを以て成れるものなり。故に魂魄あり、魂は天に屬し魄は地に屬す、是れ以て天魂地魄と云ひまた日魂月魄とも陽魂陰 も云ふ、即ち神魂と胎魄との二つ
261 九 州 女 子 大 学 紀 要 第49巻１号





然れば、人は天地の精神日月の霊徳の結合して成れるものなり。其貴重にして自ら輕んずべきものあらざるや 固より云ふを待ず。此れ人身説明の大要とす。斯 如くにして 人の霊魂は風火の如く常 上に昇 むと欲 る なり、また肉體は水土の二種より成 るものなれば、水土の如く常に下に降らむと欲するものな 。此の昇らむと欲 霊魂を、其欲するに任せて上に昇らしめ、また其降 と欲する肉體を、欲するに任せて下に降らしむれば、頭熱足寒の人 なりて、身體虚弱に陥り、百病爰 起 て、精神は上に去り。形體は下に倒れ、遂 霊魂と肉體との結束斷絶して 分離するに至












先、東或は南に向ひて安座す。兩の母指を内にし、四指にて握固し、兩手を左右の腹腰間に柱つ。次に、濁氣を吐くこと三回次に、歯を叩くこと、左にて十二、右 十二、中にて十二、合わせて三十六回次に氣を引きて息 閉づ。氣を引て息 閉づるは、最も此れ修練の要妙なり。先目を閉ぢ、忘念を掃ひ、雜慮を浄め、心源をして湛然として諸念を起らざらしめ、出入りの息自ら調和したる 覺ゆれば、即ち静かに鼻より 之を 。次に、心を想ひて、炎火の如くならしめ、光明洞徹にし 、下腹即ち臍下丹田の内に入しむ、腹満ち氣極まれば、徐 口より氣を出す 其氣出入るの音の耳に聞ゆること無からしむるを要す、斯く ること三回。次に、出入の息調和 を俟て 即ち舌を以て唇齒の内外を攪き、津液 漱錬す。津液中に、若鼻涕 混ずるあり 其鹹きも之を嫌はず、漱練良久ければ 液中自然に甘美の味を生ず、此は是れ、眞氣を含みたる驗なり 愼 棄べからず。次に、津液口中に満れば、少し頭を低て嚥下す、氣を以て送りて丹田に入る、意を用ふること猛精にし 、津と氣と合し谷谷然として 聲有りて徑ちに丹田に入る。
此れを第一順序とす。次に、更に氣を引いて息を閉るより、津液を漱練して嚥下すまで、前法の如くす。此れを第二順序とす。次に、復更に氣を閉ぢ津を嚥下すこと、又前法の如くす。此れを第三順序とす。斯の如くにして、氣息を閉ること通じて九度津液を嚥むこと通じて三度にして止む。次に、頭を左右前後と搖し又左旋右旋すること各凡三回。次に、左右の肩手を聳か 及び摩づること。凡五回。次に、左右の手 指を練る。次に、兩手を以て眼面耳項等を摩す皆極熱せしむ。次に、兩手の指 髪を梳る如くす こと凡百。次に、左右の を以て兩乳及び臍下丹田を始め腎堂脊間を熱摩し皆熱徹せしむ。徐々に之を摩すべ 微汗出るも妨げ無し只喘息するを嫌ふ次に左右の足部を摩づること五回。次に、左右の足の指 練る。次に、左右の脚心所謂涌泉の穴を熱摩す。次に立て仰ぎ 或いは俯し、或は伸び或は屈みて、身體 練り、氣血をして全身に満たしむ。次に、寝床上に安座し、息の出入りを數ふること凡二十五。



































得仙の準備段階の行法であることは明瞭である。宮地厳夫はこの行の完了 後、胎息・導引・飲食を節する等の行法を勧めている。つまり、これは初歩的行法であると考えられ 。津城氏は自修鎮魂法を得仙 法と考えたため、宮地水位 玄胎凝結法とはまったく別の得仙の 法と認識し ようである。 『本朝神仙記伝』中には鎮魂法により仙となった人物が挙げられた例もあるが、それは十種の瑞宝等を使う行法で、自修鎮魂 とは別種の行法である。自修鎮魂法が初歩的段階での行法であることを裏づける記録が宮地厳夫の弟子であった星野輝興 著書に記されている













を記すと必ず後に「厳夫云」というコメントが附されている。これを見ると宮地厳夫が、あらゆる角度から神仙の実在を証 しようとしていたのが窺える。そこで本章では得仙のあ 方を中心に、宮地厳夫の神仙の理解のしかたと考察してみる。同書中に於ける神仙達の仙 なった要因は各人様々で ったといえる。先ず日本武尊の項を見る 、
崩御の後に至りて、天上高く翔り去り給ひしより、御棺槨を開き試視奉りしに、唯明衣のみ空しく留 て、屍骨は無りしとあるにて、仙去 昇天せられたるの、大要を知るべし。然るに此事に就 は、夙く大壑翁の玉襷五 巻、熱田神宮を拝み奉 詞の講義の中に 日本武尊の御靈 、白鳥と化り 天に昇り坐りと有るは、暫くさる御形を現示し給へるにて、穴かしこ眞にさ 物を轉じ給へるに非ず、彼大名牟遲神、少名牟遲神の、赤縣州に傅へませる、玄道の謂ゆる尸解の道を行











然れども其死たるや。尋常の死に非ず。 大暑中百日間斷食を爲したるが、常には水のみは用ひしに 此時 斷食は水を用ひず。空気の外は更 口に入れずして。九十七八日目に至り。少量の氷水を用ひしのみにて。終に絶息 たりとぞ。之れを聞くもの大いに其死を奇し 、或は尸解 たる もや








宮地水位 『霊胎凝結口伝』の中で主張した玄胎（霊胎）を化作する方法で仙とな と考えられるケース 見てゆくことにす 。小野篁の項に宮地厳夫のコメント して以下のような記述がある。
其は神仙の道を修むるの要は、性を以て情を制し、魂を以て魄を錬り、陰を消して陽を長じ、其極無陰純陽の胎と成り、不老不死の大神 と成らむと欲するに外ならず。其修行の順序として、稍陰少く陽多くなるに随ひ、静座して定に入り、我身猶塵世の凡俗中に在ながら、其神 出して幽境に至り、神界に遊ぶことを得、之れを脱胎神化と云ひ、また調神出殻とし、出神景現 も陽神出演とも云ふ。即ち令義解に、鎮魂
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つまり、魂から魄を完全に除去しない限り、仙たることを得ないとするのである。この陰神と陽神の相違について 宮地厳夫は『歴世真仙體道通鑑』にある張伯端と禅宗の僧のエピソードを引用して説明している。張伯端と禅僧がある日互 脱魂して楊州に往き瓊花を見にゆき、一枝折って持ち帰るこ にした。結果は張伯端は持ち帰ったが、禅僧は持ち帰ることが出来なかっ 張伯端はその理由を、





267 九 州 女 子 大 学 紀 要 第49巻１号
得仙の諸相が述べられているが、総体的に宮地水位の玄胎凝結法や『異境備忘録』の影響が顕著に見られる。おわりに　
宮地厳夫は平田篤胤の道教研究を平田学の正系と確信し、前述
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